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研究成果の概要（和文）：スケジューリング問題について，実用的な観点から，定式化，システム化に際しての
留意点について考察した．それらの考察をもとに，病院などの医療機関，企業，大学における実際のスケジュー
リング問題の解決を試みた．例えば，病院では，研修医のシフトを作成する問題などに取り組んだ．それらの問
題では，シフト作成や，診療科の割当の際の条件について，優先順位をどのようにするか工夫をした．その工夫
は，AHP（Analytic Hierarchy Process)によって，研修医から優先順位の情報をアンケートによって得る方法で
ある．これによって，従来シフト作成者が考えていた優先順位が間違っていたことがわかった．

研究成果の概要（英文）：In this project, we study the theoretical modelling and implementation of 
the system of the various scheduling problems from the stand point of the practical applications. 
Based on these study, we implemented scheduling systems for hospitals, corporations and a 
university. For example, for the hospital, we implemented the shift-scheduling system of residents. 
In this problem, we consider how we realize the priority of the residents scheduling constraints. We
 utilize the AHP(Analytic Hierarchy Process) to analyse the survey of the residents and found that 
the priority the scheduler used should be wrong. By this system, they improve the quality of the 
shift-schedule and save the time to make the schedule.

研究分野： オペレーションズ・リサーチ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
病院や企業におけるスケジューリング問題では，おおくの場合，手作業によって問題が解決されている．そのこ
とによって，担当者はおおくの時間の費やして，不完全なスケジュールを作成している．われわれが開発しつつ
あるスケジューリングのシステムによれば，それらの時間を少なくとも１０分の１に短縮できる．例えば，病院
の研修医のスケジューリング問題では，３日間かかって１か月のシフトを作成していたのが，確認なども含めて
３時間で作成できるようになる．働き方改革の実現が必要になる中で，このように業務を効率化することはその
一つの方法として意義のあることである．
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１．研究開始当初の背景
病院，企業，大学などの多くの組織では，様々なスケジューリング問題を手作業で解決してお
り，それにかかる手間は膨大である．それに対して，オペレーションズ・リサーチの手法を用
いたスケジューリングの自動作成システムは十分に普及していなかった．各種のスケジュール
の作成者は，多大な時間と労力をかけながら不完全なスケジューリングを行っていた．

２．研究の目的
本研究では，上記のような状況を改善するために，スケジュールの作成担当者，いわゆる実務
家が使いやすいスケジューリング自動作成システムを作成するための基礎的かつ実践的な研究
を行った．

３．研究の方法
具体的には，病院，企業，大学からの具体的なスケジューリング問題を解決するためのシステ
ムを作成し，実務家と協議しながらそれを改善して，実用化に結びつけた．

４．研究成果 
病院における研修医のシフトスケジュール自動作成システム，企業における生産ラインのシフ
ト作成システム，大学時間割における教室の自動割り当てシステムを作成し，実用化した．図
は，それぞれ病院における研修医のシフトスケジュール自動作成システム，企業における生産
ラインのシフト作成システム，大学時間割における教室の自動割り当てシステムの画面の例で
ある．

図１ 病院の研修医のシフト作成システムの画面の一部 

図２ 食品工場の生産管理スケジューリングシステムの出力画面の一部 



図 3 大学時間割教室割当てシステムの画面の一部 
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